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売
上
高
と
収
益
性
を
合
せ
た
Ｄ
Ｉ
平
均

値（
前
年
同
期
比
）に
つ
い
て
は
▲
21
・
３
と

な
り
、
前
回
調
査(

28
年
４

－

６
月
期
）の

▲
22
・
２
か
ら
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

い
る
。
来
期
見
通
し
に
お
い
て
は
、
３
・
０

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
▲
18
・
３
と
な
っ
て
い

る
。

　

売
上
高
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）に
つ
い
て
は

▲
24
・
２
と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
２
・
７

ポ
イ
ン
ト
下
降
し
て
い
る
。
来
期
見
通
し
に

お
い
て
は
▲
19
・
７
と
な
っ
て
い
る
。

　

収
益
性
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）に
つ
い
て
は

▲
18
・
３
と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
４
・
５

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　

来
期
見
通
し
に
お
い
て
は
▲
16
・
９
と

な
っ
て
い
る
。

　

業
況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）に
つ
い
て
は
▲

18
・
７
と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
０
・
４
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
来
期
見
通
し
に
お

い
て
は
▲
15
・
１
と
な
っ
て
い
る
。

　

原
材
料
価
格
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）に
つ
い
て
は

４
・
２
と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
２
・
６
ポ

イ
ン
ト
下
降
し
て
い
る
。

　

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）に
つ
い
て
は
▲

６
・
３
と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
０
・
１
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）に
つ
い
て
は
▲

８
・
７
と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
１
・
６
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、
好
転
し
て
い
る
。

　

金
融
機
関
の
態
度
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）に
つ
い

て
は
▲
１
・
９
と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
４
・

３
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
、
硬
化
し
て
い
る
。

　

設
備
投
資
実
施
率
に
つ
い
て
は
26
・
７
％

と
な
り
、
前
回
調
査
よ
り
２
・
４
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
い
る
。
業
種
別
で
最
も
高
い
実
施

率
と
な
っ
た
の
は
、「
食
料
品
」
の
42
・
９
で
、

目
的
別
で
は
、「
品
質
向
上
」
が
24
・
１
％
で

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
設
備
投
資
計
画

率
に
つ
い
て
は
33
・
８
％
と
な
っ
た
。

　

設
備
操
業
率
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）に
つ
い
て
は

▲
10
・
７
と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
７
・
５

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　

雇
用
人
員
判
断
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）に
つ
い
て

は
２
・
７
と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
２
・
０

ポ
イ
ン
ト
下
降
し
て
い
る
。

概　

況

平成28年7月－9月期

業種別景況動向
食料品

１ー３ ４ー６ ７ー９ 来期見通

▲18.7 ▲21.4 ▲40.3 ▲26.8
　前年同期比の売上高ＤＩは▲38.9、収益
性ＤＩは▲41.7で、両方を合せたＤＩ平均
値は▲40.3となり「雨」模様に転じている。
来期見通しは13.5ポイント上昇して▲26.8
となり再び「小雨」模様に転じる見通しに
なっている。
　なお、前期比の売上高ＤＩは▲16.7、収
益性ＤＩは▲38.7となった。
　また、雇用人員判断ＤＩは9.7、設備操業
率ＤＩは▲23.3、設備投資実施率は42.9％
となった。

繊維・同製品
１ー３ ４ー６ ７ー９ 来期見通

12.5 ▲8.4 ▲15.7 ▲26.0
　前年同期比の売上高ＤＩは▲19.3、収益性
ＤＩは▲12.0で、両方を合せたＤＩ平均値は
▲15.7となり「小雨」模様が続いている。来
期見通しは10.3ポイント下降して▲26.0と
なり「小雨」模様が続く見通しになっている。
　なお、前期比の売上高ＤＩは▲11.6､ 収益
性ＤＩは▲15.8となった。
　また、雇用人員判断ＤＩは27.7、設備操業
率ＤＩは▲5.6、設備投資実施率は11.5％と
なった。

28年１月－３月 28年４月－６月 28年７月－９月 来　期　見　通

DI平均値▲20.6 DI平均値▲22.2 DI平均値▲21.3 DI平均値▲18.3

停滞感が漂う中、設備投資の動きも
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木材・木製品
１ー３ ４ー６ ７ー９ 来期見通

▲22.2 ▲15.0 ▲16.7 ▲25.1
　前年同期比の売上高ＤＩは▲16.7、収益性
ＤＩは▲16.6で、両方を合せたＤＩ平均値は▲
16.7となり「小雨」模様が続いている。来期見
通しは8.4ポイント下降して▲25.1となり「小
雨」模様が続く見通しになっている。　
　なお、前期比の売上高ＤＩは▲16.7、収益性
ＤＩは▲25.0となった。
　また、雇用人員判断ＤＩは▲16.7、設備操業
率ＤＩは▲41.7、設備投資実施率は0.0％となっ
た。

紙・加工品
１ー３ ４ー６ ７ー９ 来期見通

▲35.3 ▲29.8 ▲8.3 ▲12.5
　前年同期比の売上高ＤＩは▲16.6、収益性
ＤＩは0.0で、両方を合せたＤＩ平均値は▲8.3
となり「小雨」模様が続いている。来期見通し
は4.2ポイント下降して▲12.5となり「小雨」
模様が続く見通しになっている。
　なお、前期比の売上高ＤＩは8.3、収益性ＤＩ
は25.0となった。
　また、雇用人員判断ＤＩは▲25.0、設備操業
率ＤＩは0.0、設備投資実施率は27.3％となっ
た。

機械・機器
１ー３ ４ー６ ７ー９ 来期見通

▲12.5 ▲11.8 ▲16.7 ▲9.9
　前年同期比の売上高ＤＩは▲15.7、収益性
ＤＩは▲17.7で、両方を合せたＤＩ平均値は▲
16.7となり「小雨」模様が続いている。来期見
通しは6.8ポイント上昇して▲9.9となり「小雨」
模様が続く見通しになっている。
　なお、前期比の売上高ＤＩは▲11.8、収益性
ＤＩは▲16.7となった。
　また、雇用人員判断ＤＩは▲2.1、設備操業率
ＤＩは▲4.2、設備投資実施率は33.3％となっ
た。

プラスチック製品
１ー３ ４ー６ ７ー９ 来期見通

▲7.2 0.0 20.0 ▲10.0
　前年同期比の売上高ＤＩは「増加」、「減少」ともに
20.0％で0.0、収益性ＤＩは40.0で、両方を合せた
ＤＩ平均値は20.0となり「薄日」模様に転じている。
来期見通しは30.0ポイントの大幅下降で▲10.0とな
り「小雨」模様に転じる見通しになっている。
　なお、前期比の売上高ＤＩは「増加」、「減少」と
もに0.0％で0.0、収益性ＤＩは20.0となった。
　また、雇用人員判断ＤＩは20.0、設備操業率ＤＩ
は「上昇」、「下降」ともに0.0％で0.0、設備投資実
施率は25.0％となった。

金属・同製品
１ー３ ４ー６ ７ー９ 来期見通

▲19.2 ▲23.6 ▲15.7 ▲14.5
　前年同期比の売上高ＤＩは▲21.9、収益性
ＤＩは▲9.5で、両方を合せたＤＩ平均値は▲
15.7となり「小雨」模様が続いている。来期見
通しは1.2ポイント上昇して▲14.5となり「小
雨」模様が続く見通しになっている。
　なお、前期比の売上高ＤＩは▲2.4、収益性
ＤＩは▲16.1となった。
　また、雇用人員判断ＤＩは▲6.4、設備操業率
ＤＩは▲6.7、設備投資実施率は26.2％となっ
た。

窯業・土石製品
１ー３ ４ー６ ７ー９ 来期見通

▲47.7 ▲47.2 ▲30.6 ▲22.2
　前年同期比の売上高ＤＩは▲36.1、収益性
ＤＩは▲25.0で、両方を合せたＤＩ平均値は▲
30.6となり「雨」模様が続いている。来期見通
しは8.4ポイント上昇して▲22.2となり「小雨」
模様に転じる見通しになっている。
　なお、前期比の売上高ＤＩは▲16.7、収益性
ＤＩは▲15.7となった。
　また、雇用人員判断ＤＩは12.9、設備操業率
ＤＩは▲9.7、設備投資実施率は22.2％となっ
た。


